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＃　家族支援

＃　移行支援

＃　地域支援

＃　質の向上に資する取り組み

＃　主な行事

・家庭からのご相談に応じ、現状と課題、対応などについての助言を行
　います。

・幼稚園や小学校への移行を支援し、他機関との連携を図ることで、希
　望する集団生活の実現を支援します。

・施設内外の研修を通じて、従業者の支援の質の向上に努めます。

・芋ほり、おやつ作り、七夕飾り、地域交流会など。

領域 支援プログラム支援内容

月～土　9：00～18：00

事 業 所 名

作成年月日

法 人 理 念

支 援 方 針

療育支援プログラム（児童発達支援）

＃　言語の形成と活用

＃　適切なコミュニケーション手段の選択と
　コミュニケーション能力の向上

・さまざまなあそびの中で、物や体験・感覚とことばとの意味的な結び
　つけを促し、言語の体系的な習得と自発的な発声を促します。

・相互的なやりとりの中でコミュニケーションの基礎づくりを進め、指
　さし、身振り、絵カード、文字、機器など多様な手段を選択・活用し
　た環境の理解と意思の伝達を促します。

＃　アタッチメント（愛着行動）の形成

＃　他者との関わりのあるあそびの促進

＃　自己理解とコントロール

＃　仲間づくりと集団への参加

・身近な保育者との信頼関係を基に社会性や対人関係の芽生えを支援
　し、周囲の人との安定した関係づくりを進めます。

・見立てあそびやごっこあそび、大人との連合あそびや協同あそびな
　ど、あそびの発達から社会性の発達へつなげます。

・子どもの試みやあそびに寄り添うことで、子どもが自身の特徴を理
　解し、気持ちや行動を調整していける力を育みます。

・他者との関わりや自己コントロールの力を基盤として、新しい仲間
　づくりや集団への自主的な参加を促します。

＃　姿勢・運動・動作の向上

＃　移動能力の向上

＃　感覚の活用と特性への配慮

・軽い運動、手あそび歌などを通して、日常生活に必要な姿勢の保持
　や動作の習得、筋力の維持・強化を図ります。

・歩行の介助、園外の散歩、歩行器の使用など、移動能力の獲得と向
　上のための支援を行います。

・視覚・聴覚・触覚などの感覚を使った活動を提供するとともに、感覚
　の偏り（感覚の過敏や鈍麻）への環境的な配慮を行います。

＃　概念の形成と活用

＃　適切な行動の習得

・日付・曜日・天気などを見てわかるよう提示し、情報の認知と概念
　の形成を図ります。また製作活動・ボールあそびなどを通した空間
　の把握と数や大小、色、重さなどにかかる学習を促します。

・おにごっこや的当てなどのかんたんなルールあそびを通して、適切
　な行動の習得を促すとともに、活動環境やコミュニケーション場面
　を見直し、行動障害の予防に努めます。

＃　健康状態の把握

＃　健康の増進

＃　リハビリテーションの実施

＃　基本的生活スキルの獲得

＃　生活環境の調整

・毎回の体温測定、気分・状態の観察、健康診断などを通して、健康
　と成長の把握に努めます。

・食事や排泄、水分補給などの確認と室温の調整、手洗い・うがいな
　どを行い、健康の維持と増進を図ります。

・子どもの状況に適した身体的、精神的、社会的な訓練を提供し、食
　事・排泄・着脱などの基本的な生活動作の獲得を支援します。

・時間や空間を本人に分かりやすくなるよう構造化し、さまざまなあ
　そびや活動を体験していける環境を整えます。

児童発達支援センターKusuの木

令和6年4月1日

地域の皆様を中心とし、健康と福祉に貢献いたします

身近な療育の中核施設として、子どもファーストを常に意識した支援に取り組みます

営 業 時 間


